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●表紙の写真
酒田港（山形県）に設置された風力発電施設。リサ
イクルポートの一つである同港では、静脈物流の拠
点港として進展する一方で、新エネルギー開発など、
地域の環境対策にも力を入れている（本文8ページ）。

　写真／相澤  正

大いに　良くなれみなと

0120-497-370
受付時間

9：00～12：00と13：00～17：00
（土・日・祝祭日を除く）

船の速度を表す「ノット」という単位には、
どのような意味があるのでしょう？

船の速度を表す単位として「ノット」が
使われるようになったのは 15 世紀のこと。

１ノットは１時間に１海里進む速度（時速約
1.85km）で、１海里は子午線の緯度１分（約
1852m）に相当します。ノットの語源ですが、昔
は一定間隔で結び目をつけたロープを、船が進む
のに従って伸ばしていって、一定時間で結び目が
何個海に出たかによって船の速度を測っていまし
た。このロープの結び目のことを英語でノット
（Knot）と言うのです。このため、船の速度の単
位をノットと呼ぶようになりました。
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